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令和６年度「男女共同参画・共生社会推進に関するアンケート調査」集計結果 

 

１ 調査目的 

  男女共同参画・共生社会推進に関する県民の意見と実態を調査し、今後県が行う男女共同参画・共生社会

推進施策を充実させていくための基礎資料とする。 

 

２ アンケート調査の実施期間 

  令和６年１０月 

 

３ 調査方法 

  インターネット 

 

４ 調査対象者（県政モニター） 

  ネットモニター  400 名 

 

５ 回答数（回答率） 

400 名（100％） 

 

６ その他 

  （１）比率は全て百分率で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しているため、回答の合計が１００％

にならないことがある。 

  （２）複数回答が可能な設問については、回答の合計は１００％を上回ることがある。 

  （３）複数回答が可能な設問については、設問文の末尾にその旨を記載している。 
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Ｆ１ あなたの性別をお答えください。 

 

 

Ｆ２ あなたの年齢（令和６年１０月１日現在の満年齢）はいくつですか。 

 
Ｆ３ あなたが現在お住まいの地域はどこですか。 

 
 

Ｆ４ あなたの職業は何ですか。（主なもの１つ） 

 

 

 

 

50.0 50.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=400

男性 女性

0.5

8.3 25.3 12.3 20.8 26.3 6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=400

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

59.8 14.5 3.8 13.5 8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=400

中北（甲府市、韮崎市、南アルプス市、北杜市、甲斐市、中央市、昭和町）
峡東（山梨市、笛吹市、甲州市）
峡南（市川三郷町、早川町、身延町、南部町、富士川町）
富士北麓（富士吉⽥市、⻄桂町、忍野村、山中湖村、鳴沢村、富士河⼝湖町）
東部（都留市、大月市、上野原市、道志村、小菅村、丹波山村）

42.0 5.0 12.3 2.0 19.0 6.0 2.0 11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=400

会社員・団体職員 自営業主（農林漁業を含む） 家事専業（主婦・主夫など）
学生 パート、アルバイト 公務員
その他 無職
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Ｆ５ あなたは結婚していますか。 

 

 

Ｆ６ あなたにお子さんはいますか。 

 

 

【F６で「いる」と回答した方のみ】 

Ｆ７ あなたのお子さんの年齢層はどれですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.3 8.0

3.0

28.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=400

既婚（事実婚を含む） 離別 死別 未婚

58.0 42.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

n=400

いる いない

11.2

11.6

16.4

10.3

64.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

3歳未満

3歳以上就学前

小学生

中学生以上18歳未満

18歳以上
n=232
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問１ あなたは、次の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

Ａ 家庭生活において 

 

  Ｂ 学校生活において 

 

  Ｃ 職場内において 

 

  Ｄ 地域において 

 

  Ｅ 社会全体において 

 

 

6.0
1.0

11.0

27.0

20.0

34.0

45.3

50.5

40.0

9.5

13.5

5.5

3.5

4.5

2.5

8.8

10.5

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

3.0

2.5

3.5

9.5

6.0

13.0

52.8

56.5

49.0

1.5

2.0

1.0

1.5

2.5

0.5

31.8

30.5

33.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

14.3

10.5

18.0

28.3

25.0

31.5

33.0

39.5

26.5

6.8

10.5

3.0

2.5

4.0

1.0

15.3

10.5

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

13.8

12.5

15.0

31.8

25.5

38.0

33.0

41.0

25.0

2.5

3.5
1.5

0.3

0.5
18.8

17.0

20.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

18.0

12.5

23.5

45.8

42.0

49.5

20.0

26.0

14.0

5.8

8.5
3.0

1.0

2.0
9.5

9.0

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)
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【Ｆ５で「既婚（事実婚を含む）」と答えた方のみ】 

問２ あなたの家庭では、次のような家事等や最終決定を主にどなたが担当しているでしょうか。 

Ａ 掃除 

 

Ｂ 洗濯 

 

Ｃ 食事のしたく 

 

Ｄ 育児 

 

Ｅ 高齢者などの介護 

 

 

7.5

7.7

7.3

59.8

47.0

71.8

28.2

38.5

18.5

0.4

0.9
4.1

6.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=241)

男性 (n=117)

女性 (n=124)

8.7

13.7

4.0

72.2

59.8

83.9

14.5

19.7

9.7

1.2

1.7

0.8

3.3

5.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=241)

男性 (n=117)

女性 (n=124)

5.0

6.0

4.0

69.7

58.1

80.6

21.2

29.1

13.7

0.4

0.9

0.4

0.9
3.3

5.1

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=241)

男性 (n=117)

女性 (n=124)

0.4

0.9
42.3

34.2

50.0

21.6

27.4

16.1

0.8

1.7

3.3

4.3

2.4

31.5

31.6

31.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=241)

男性 (n=117)

女性 (n=124)

3.7

5.1

2.4

14.1

9.4

18.5

7.5

10.3

4.8

1.2

2.6

0.4

0.9

3.7

3.4

4.0

69.3

68.4

70.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=241)

男性 (n=117)

女性 (n=124)
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Ｆ 授業参観などの学校行事への参加 

 

Ｇ 地域の行事（自治会等）などの活動 

 

Ｈ 高額な商品（テレビ家具等）の購入 

 

I 財産の管理 

 

J 子どもの教育・就職 

 
 

 

1.2

2.6
42.3

35.0

49.2

16.6

24.8

8.9

0.4

0.8

0.8
0.9

0.8

1.7

2.6
0.8

36.9

34.2

39.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=241)

男性 (n=117)

女性 (n=124)

46.1

49.6

42.7

12.9

5.1

20.2

20.7

27.4

14.5

1.2

2.6

1.7

1.7

1.6

17.4

13.7

21.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=241)

男性 (n=117)

女性 (n=124)

40.7

43.6

37.9

12.4

8.5

16.1

41.5

39.3

43.5

0.4

0.9
0.4
0.9

2.1

3.4
0.8

2.5

3.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=241)

男性 (n=117)

女性 (n=124)

32.4

43.6

21.8

32.0

18.8

44.4

32.4

32.5

32.3

0.4

0.9

2.9

4.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=241)

男性 (n=117)

女性 (n=124)

10.0

12.0

8.1

17.4

12.8

21.8

40.2

41.9

38.7

3.3

5.1

1.6

29.0

28.2

29.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=241)

男性 (n=117)

女性 (n=124)
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問３ あなたとあなたの配偶者が、それぞれ１日のうちで家事、育児、介護に費やす平均時間はどのようである

か。 

※家事とは・・・ 炊事、食事のしたく・後片づけ、掃除、洗濯、衣類整理、家計簿の記入、庭の草取り、通勤・通

学などの送迎、単身者が行う炊事・洗濯・掃除等、家族の身の回りの世話（但し、小学校入学前

の子どもの世話は育児に含まれる。） 

※育児とは・・・ 乳幼児・小学校入学前の子どもの身の回りの世話、つきそい、勉強相手、遊び相手 

※介護とは・・・ 日常生活における家族・親族の入浴・トイレ・移動・食事などの手助け、看病、一時的な病気な

どで寝ている家族の介護・看護 

 

【有効回答数】 

※ 回答者本人とその配偶者について回答するため、有効回答数はアンケート回答者数（男性 200 人、女性

200 人）を上回ることがあります。 

 

家事   男性  324 人分 女性  317 人分 

育児   男性   87 人分 女性  103 人分 

介護   男性   28 人分 女性   33 人分 

 

 

 

 
 
 

 

1時間23分

3時間13分

1時間35分

4時間04分

1時間31分

2時間29分

男性

女性

男性

女性

男性

女性

平均時間

家
事

育
児

介
護
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問４ あなたは、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考えに賛成ですか、反対ですか。 

 

問５ 仕事と生活の調和において、男性、女性のそれぞれについて望ましい形と思うものを選んでください。ま

た、あなたの現在の状況に最も近いものを選んでください。 

Ａ 男性にとって望ましい形 

 
Ｂ 女性にとって望ましい形 

 

 Ｃ あなたの現在の状況 

 

 

6.5

8.5

4.5

29.5

31.0

28.0

25.5

25.5

25.5

22.3

17.5

27.0

16.3

17.5

15.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

賛成である どちらかといえば賛成である
どちらかといえば反対である 反対である
わからない

14.3

14.0

14.5

3.0

4.0

2.0

0.8

1.0

0.5

47.5

47.5

47.5

3.3
3.0

3.5

3.3

4.0
2.5

17.8

14.5

21.0

10.3

12.0

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

0.8

1.0

0.5

21.0

23.5

18.5

1.5

2.0
1.0

41.3

38.0

44.5

2.0

2.5

1.5

7.0

8.0

6.0

16.5

11.5

21.5

10.0

13.5

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

19.5

28.0

11.0

23.3

11.0

35.5

3.0

4.0

2.0

25.3

25.5

25.0

2.0

3.0

1.0

7.0

6.5

7.5

8.3

8.5

8.0

11.8

13.5

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)
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問６ あなたは現在、家庭の外で（仕事以外に）何か活動をしていますか。（複数回答可） 

 

【問６で「活動していない（活動したい）」と答えた方のみ】 

問６－１ 活動したいのに活動していない理由は何ですか。（３つまで回答可） 

 

8.0

6.5

1.5

15.0

9.5

7.0

0.0

38.5

28.5

5.0

2.5

4.5

4.5

8.0

10.0

2.0

49.5

21.0

0% 20% 40% 60%

グループや団体に属して、ボランティア活動
やまちづくり活動などを行っている

個人でボランティア活動やまちづくり活動な
どを行っている

ＰＴＡの役員・委員を行っている

自治会、女性団体などの地域活動を行ってい
る

スポーツサークル活動を行っている

スポーツ以外の趣味活動、文化・教養・学習
活動を行っている

その他

活動していない（活動したいとは思わない）

活動していない（活動したい）

男性 (n=200)

女性 (n=200)

40.4

7.0

12.3

33.3

14.0

3.5

5.3

3.5

33.3

3.5

26.2

11.9

26.2

31.0

7.1

4.8

2.4

7.1

26.2

7.1

0% 20% 40% 60%

仕事が多忙だから

家事、育児、介護で忙しいから

健康や体力に自信がないから

どんな活動があるのか知らないから

グループなどへの加入方法が分からないから

家族の理解が得られないから

高齢だから

車の運転ができないから

経済的余裕がないから

その他

男性 (n=57)

女性 (n=42)
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問７ 女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。 

 

 

【問７で「女性は職業をもたない方がよい」、「結婚するまでは職業をもつ方がよい」、「子どもができるまでは職

業をもつ方がよい」と答えた方のみ】 

問７－１ その理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 
 
 

1.0

1.5

0.5

4.8

5.0

4.5

4.3

5.0

3.5

18.5

17.0

20.0

51.0

51.0

51.0

2.0

1.5

2.5

18.5

19.0

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

女性は職業をもたない方がよい
結婚するまでは職業をもつ方がよい
子どもができるまでは職業をもつ方がよい
子どもができたら職業をやめ、子育てが落ち着いたら再び職業をもつ方がよい
子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい
その他
わからない

26.1

43.5

17.4

13.0

13.0

34.8

0.0

4.3

11.8

23.5

17.6

23.5

5.9

17.6

0.0

17.6

0% 20% 40% 60%

女性は家庭を守るべきだと思うから

子どもは⺟親が家で育てた方がいいと思うか
ら

保育料などを払うより、⺟親が家で子どもを
育てる方が合理的だと思うから

女性もある程度は経済力をもった方がいいと
思うから

仕事と家庭の両立支援が十分でないと思うか
ら

働き続けるのは大変そうだから

その他

わからない

男性 (n=23)
女性 (n=17)
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【問７で「子どもができたら職業をやめ、子育てが落ち着いたら再び職業をもつ方がよい」、「子どもができても、

ずっと職業を続ける方がよい」と答えた方のみ】 

問７－２ その理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 

【問７で「子どもができたら職業をやめ、子育てが落ち着いたら再び職業をもつ方がよい」と答えた方のみ】 

問７－３ もし現在よりも、仕事と子育ての両立がしやすい環境にあるとしたら、どのように考えますか。 

 

 
 
 

20.6

40.4

42.6

41.9

42.6

19.1

0.7

2.2

25.4

47.2

74.6

46.5

48.6

15.5

0.7

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

子どもは小さいうちは⺟親が家で育てた方が
いいと思うから

女性も働くことを通じて自己実現を図るべき
だと思うから

女性も経済力をもった方がいいと思うから

夫婦で働いたほうが多くの収入を得られるか
ら

女性の能力を社会で活かすべきだと思うから

少子高齢化で働き手が減少しているので、女
性も働いたほうがいいと思うから

その他

わからない

男性 (n=136)
女性 (n=142)

27.0

29.4

25.0

62.2

55.9

67.5

1.4

2.9

9.5

11.8

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=74)

男性 (n=34)

女性 (n=40)

子どもができても、産前・産後休暇や育児休業を利用しながら働き続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、子育てが落ち着いたら再び職業をもつ方がよい

その他

わからない
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【Ｆ４で「会社員・団体職員」、「パート、アルバイト」、「公務員」と答えた方のみ】 

問８ あなたは、現在の職場で昇進の機会があれば昇進したいと思いますか。 

※昇進とは・・・現在より権限や責任が大きい仕事に就くことをいい、非正社員の方が正社員に 

登用されることを含みます。 

 

【問８で、「どちらかというと昇進したくない」、「昇進したくない」と答えた方のみ】 

問８－１ 次の場合、あなたは現在の職場で昇進したいと思いますか。（３つまで回答可） 

 

 
 
 

14.6

17.1

11.2

23.5

20.4

27.6

17.5

17.8

17.2

24.6

27.0

21.6

19.8

17.8

22.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=268)

男性 (n=152)

女性 (n=116)

昇進したい どちらかというと昇進したい
どちらかというと昇進したくない 昇進したくない
わからない

25.0

22.1

13.2

19.1

30.9

5.9

0.0

45.6

20.0

15.6

4.4

11.1

17.8

0.0

0.0

66.7

0% 20% 40% 60% 80%

給与額が自分の希望に合うならば、昇進した
い

労働時間（残業を含む）が自分の希望に合う
ならば、昇進したい

勤務場所が自分の希望に合うならば、昇進し
たい

有給休暇、育児休業、介護休業等を自分の希
望どおりに取れるならば、昇進したい

職務の内容・範囲が自分の希望に合うなら
ば、昇進したい

昇進に必要な要件（勤続年数や経験など）が
緩和されれば、昇進したい

その他の条件であれば、昇進したい

そもそも昇進したいとは思わない（今の仕事
を続けたい）

男性 (n=68)

女性 (n=45)
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問９ あなたは現在の社会は女性が働きやすい状況にあると思いますか。 

 

 

【問９で、「そう思わない」と答えた方のみ】 

問９－１ その理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 
 
 
 

 

 

21.8

24.5

19.0

51.0

46.5

55.5

27.3

29.0

25.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

そう思う そう思わない わからない

32.3

18.3

40.9

26.9

35.5

17.2

28.0

9.7

28.0

0.0

37.8

28.8

41.4

44.1

41.4

29.7

30.6

21.6

45.0

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

働く場が限られている

能力発揮の場が限られている

労働条件が整っていない

保育施設が不十分である

昇進・給与等に男女間の不平等がある

結婚・出産を機に退職の慣行がある

男は仕事、女は家庭の社会通念がある

家族の理解・協力が得られにくい

職場の理解・協力が得られにくい

その他

男性 (n=93)
女性 (n=111)
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問１０ 働く場において女性がさらに活躍するために何が必要だと思いますか。（複数回答可） 

 

 

問１１ あなたは、女性の意見がもっと反映されるように、自治体の首長（知事や市町村長）や議会議員、企業

の経営者、自治会やＰＴＡの会長など、事業の企画立案や方針決定を行う立場の女性がもっと増えるほうがい

いと思いますか。 

 

 
 

18.0

35.5

41.5

25.0

20.0

40.0

28.5

28.0

0.0

13.0

24.0

49.0

61.0

52.0

19.5

53.5

41.5

24.5

0.5

7.0

0% 20% 40% 60% 80%

経営者が女性の活躍促進に積極的であるこ
と

職場の上司・同僚が、女性が働くことに理
解があること

育児・介護との両立について職場の支援制
度が整っていること

⻑時間労働の必要がないこと、勤務時間が
柔軟であること

身近に相談できて目標になる女性がいるこ
と

性別に関係なく仕事が適正に評価されるこ
と

仕事にやりがいがあること

女性自身の意欲向上・意識改革を図ること

その他

わからない

男性 (n=200)
女性 (n=200)

22.0

19.5

24.5

44.5

43.0

46.0

8.3

11.5

5.0

3.8

5.0

2.5

21.5

21.0

22.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない
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【問１１で、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と答えた方のみ】 

問１１－１ 政治や行政、職場などにおいて、企画立案や方針決定の場に女性の参画がいまだ少ないといわれ

ていますが、あなたはその原因は何だと思いますか。（複数回答可） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.2

49.6

21.6

33.6

38.4

26.4

2.4

4.8

43.3

59.6

29.1

33.3

38.3

21.3

0.7

5.0

0% 20% 40% 60% 80%

家庭、職場、地域で、性別による役割分担や
性差別の意識が強いため

男性優位の組織運営がなされているため

家族の支援、協力が得られないため

女性の能力向上を図るための機会が不十分で
あるため

女性の参画への支援が少ないため

女性が積極的でないため

その他

わからない

男性 (n=125)
女性 (n=141)



16 
 

【問１１で、「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と答えた方のみ】 

問１１－２ 政治や行政、職場などにおいて、企画立案や方針決定の場にもっと女性が参画するために何が必

要だと思いますか。（複数回答可） 

 

 

問１２ 県内の若年女性は多くが都市部に流出しています。県内に女性が定着し、活躍するため 

に必要なことは何だと思いますか。（複数回答可） 

 

30.4

26.4

59.2

26.4

20.8

30.4

31.2

31.2

0.8

4.0

46.8

33.3

61.7

41.1

20.6

28.4

54.6

36.2

0.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

偏見、固定的な社会通念や慣習等の改善

一定割合での女性の登用

性別を問わない公正な人事管理、評価制度の整備

企業経営者の意識改革

ロールモデルとなりうる人材の育成

女性リーダーを養成する研修の実施

男性の家事、育児等に対する意識改革、参加

⻑時間労働の是正

その他

わからない

男性 (n=125)
女性 (n=141)

47.5

44.0

20.0

17.5

45.0

26.0

20.5

1.5

16.5

49.0

48.0

18.5

25.5

59.5

31.5

22.5

1.5

12.0

0% 20% 40% 60% 80%

県内企業の賃金向上や処遇改善

魅力ある企業の誘致など雇用の場の拡大

県内企業の情報発信

起業しようとする女性に対する行政等の支援

子育てしやすい環境の整備

周囲の人々の意識改革

活躍している女性のネットワーク構築

その他

わからない

男性 (n=200)
女性 (n=200)
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問１３ これらの言葉やその意味を知っていますか。 

 

Ａ ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別） 

 

B アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見） 

 

C ポジティブ・アクション(積極的改善措置) 

 

D ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

 

E 男女共同参画社会 

 

 

52.5

46.0

59.0

34.8

38.5

31.0

12.8

15.5

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

10.0

11.0

9.0

19.3

21.0

17.5

70.8

68.0

73.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

9.5

10.5

8.5

21.5

23.5

19.5

69.0

66.0

72.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

39.3

41.5

37.0

33.0

29.5

36.5

27.8

29.0

26.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

35.0

35.0

35.0

40.0

40.5

39.5

25.0

24.5

25.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)
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F 男女共同参画社会基本法  

 

G 女子差別撤廃条約 

 

H 男女雇用機会均等法 

 

I  女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法） 

 

J 政治分野における男女共同参画の推進に関する法律（候補者男女均等法） 

 

 

 

 

25.3

27.5

23.0

40.5

41.5

39.5

34.3

31.0

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

16.8

17.5

16.0

27.0

29.5

24.5

56.3

53.0

59.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

49.0

48.0

50.0

34.3

34.0

34.5

16.8

18.0

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

12.5

15.0

10.0

31.3

31.0

31.5

56.3

54.0

58.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

12.8

16.5

9.0

32.3

30.5

34.0

55.0

53.0

57.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)
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K ＤＶ（配偶者等からの暴力） 

 

L デートＤＶ（恋人間の暴力） 

 

M 山梨県立男女共同参画推進センター（ぴゅあ総合・ぴゅあ峡南・ぴゅあ富士） 

 

N 配偶者暴力相談支援センター 

 

O やまなし性暴力被害者サポートセンター（かいさぽももこ） 

 

 

67.8

61.5

74.0

23.8

25.0

22.5

8.5

13.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

37.3

32.5

42.0

27.3

27.5

27.0

35.5

40.0

31.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

24.8

21.0

28.5

27.8

29.0

26.5

47.5

50.0

45.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

14.3

12.0

16.5

25.8

24.5

27.0

60.0

63.5

56.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

8.5

8.0

9.0

19.8

20.5

19.0

71.8

71.5

72.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)
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問１４ 男女共同参画社会を実現するために、山梨県が行う施策の重要度についてあなたはどうお考えです

か。 

A 男女共同参画について学ぶ講座の充実 

 

B 女性が再就職するための研修等の充実 

 

C 女性が社会活動をするための研修等の充実 

 

D 女性の起業やコミュニティビジネス創出研修の充実 

 

E 女性のための相談窓口の充実 

 

 

11.8

10.5

13.0

60.8

57.5

64.0

21.3

23.0

19.5

6.3

9.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

20.5

18.0

23.0

61.0

59.5

62.5

13.0

16.5

9.5

5.5

6.0

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

11.8

8.5

15.0

61.3

59.0

63.5

22.0

27.0

17.0

5.0

5.5
4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

13.8

14.5

13.0

56.8

52.0

61.5

24.0

27.0

21.0

5.5

6.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

20.5

16.5

24.5

61.0

61.0

61.0

13.0

15.0

11.0

5.5

7.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)
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F 男性が家事や地域活動を行うための研修等の充実 

 

G 男女が互いを人として尊重する学校教育の充実 

 

H 国際的な男女共同参画に関する情報の提供 

 

I  企業トップの意識改革のための研修の充実 

 

J 行政の各種委員会、審議会への女性の登用 

 

 

 

14.0

10.0

18.0

58.3

59.0

57.5

21.0

22.5

19.5

6.8

8.5

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

28.5

21.0

36.0

54.0

57.0

51.0

13.0

16.0

10.0

4.5

6.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

13.8

11.5

16.0

55.5

51.5

59.5

24.3

28.0

20.5

6.5

9.0

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

24.5

21.5

27.5

54.3

53.5

55.0

16.8

19.0

14.5

4.5

6.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

16.3

15.5

17.0

56.8

49.5

64.0

20.5

26.0

15.0

6.5

9.0

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)
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K 女性の活動を支援する団体と行政との協働 

 

L 地域リーダーとなる女性を育成する研修の充実 

 

M 男女共同参画推進のための拠点施設の充実 

 

N 自治会長などの地域リーダーの意識改革のための研修の充実 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

15.3

13.0

17.5

59.5

56.0

63.0

18.8

22.5

15.0

6.5

8.5

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

11.5

9.0

14.0

58.8

59.5

58.0

23.0

22.5

23.5

6.8

9.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

10.5

9.5

11.5

58.8

54.5

63.0

23.8

27.0

20.5

7.0

9.0

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

12.8

10.5

15.0

55.8

57.0

54.5

24.3

23.5

25.0

7.3

9.0

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)
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問１５ あなたが、男女間において人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか。（複数回答可） 

 

 

 

問１６ あなたは、配偶者の間で次のようなことが行われた場合、それを暴力だと思いますか。 

A 骨折、打ち身、切傷などのケガをさせる 

 

 
 
 
 

31.5

23.5

21.5

25.5

43.0

25.0

18.5

12.5

0.5

15.0

16.5

54.5

49.0

28.5

40.0

62.5

39.0

36.5

13.0

1.0

5.5

13.5

0% 20% 40% 60% 80%

職場等でのセクハラ

夫婦間・恋人間の暴力

⼾籍制度・習慣による差別

就職・進学での差別

性犯罪、痴漢行為、ストーカー行為

売春、買春

ヌード写真の掲載や女性の身体を強調した写真
等の掲載

ミスコンテスト、ミスターコンテスト

その他

特にない

分からない

男性 (n=200)
女性 (n=200)

85.5

81.0

90.0

11.5

15.0

8.0

3.0

4.0

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)
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B ケガをしない程度になぐる、蹴る、平手で打つ 

 

C なぐるふりをして、脅す 

 

D ドアを蹴ったり、壁に物を投げつけたりして、脅す 

 

E いやがっているのに性的な行為を強要する 

 

F 避妊に協力しない  

 

 
 

 

80.3

71.5

89.0

17.5

25.0

10.0

2.3
3.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

75.3

67.5

83.0

21.3

27.0

15.5

3.5

5.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

79.3

72.0

86.5

18.5

24.0

13.0

2.3

4.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

80.5

71.0

90.0

15.8

23.0

8.5

3.8

6.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

67.0

58.0

76.0

28.5

36.0

21.0

4.5

6.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)
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G 何を言っても長期間無視し続ける 

 

H 交友関係や電話・メール・SNS 等を細かく監視する 

 

I  大声で怒鳴る、罵る  

 

J 必要な生活費を渡さない 

 

K 交友関係や実家との付き合いを遮断する 

 

 
 

58.8

50.0

67.5

35.8

42.0

29.5

5.5

8.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

56.3

46.5

66.0

36.0

43.0

29.0

7.8

10.5

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

65.5

55.0

76.0

30.0

39.0

21.0

4.5

6.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

63.0

57.5

68.5

33.0

37.5

28.5

4.0

5.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

54.5

47.5

61.5

38.3

44.5

32.0

7.3

8.0

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)
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【Ｆ５で「既婚（事実婚を含む）」、「離別」、「死別」と答えた方のみ】 

問１７ あなたはこれまでにあなたの配偶者から次のような行為を受けたことがありますか。また、＜これまで＞

に「１・２度あった」、「何度もあった」と答えた方は、それぞれの項目について、《この１年間》の状況もお答えくだ

さい。 

A ＜これまで＞ なぐったり、蹴ったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行を受け

た 

 

 

A 【＜これまで＞に「１・２度あった」、「何度もあった」と答えた方のみ】 

《この１年間》 なぐったり、蹴ったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行を受けた 

 

B ＜これまで＞ あなたもしくはあなたの家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じるような言動や、

人格を否定されるようなひどい暴言を受けた 

 
 

B 【＜これまで＞に「１・２度あった」、「何度もあった」と答えた方のみ】 

《この１年間》 あなたもしくはあなたの家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感じるような言動や、人

格を否定されるようなひどい暴言を受けた 

 

 

81.4
84.9

78.1

11.2
10.1

12.3

7.4
5.0

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=285)
男性 (n=139)
女性 (n=146)

58.5

57.1

59.4

35.8

42.9

31.3

5.7

9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=53)

男性 (n=21)

女性 (n=32)

80.0

84.2

76.0

12.6

12.2

13.0

7.4

3.6

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=285)

男性 (n=139)

女性 (n=146)

56.1

45.5

62.9

31.6

45.5

22.9

12.3

9.1

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=57)

男性 (n=22)

女性 (n=35)
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C ＜これまで＞ 生活費を渡されなかったり、給料や貯金を勝手に使われたり、外で働くことを妨害されたりした 

 

 

C 【＜これまで＞に「１・２度あった」、「何度もあった」と答えた方のみ】 

《この１年間》 生活費を渡されなかったり、給料や貯金を勝手に使われたり、外で働くことを妨害されたりした 

 

D ＜これまで＞ いやがっているのに性的な行為を強要された 

 
 

D 【＜これまで＞に「１・２度あった」、「何度もあった」と答えた方のみ】 

《この１年間》 いやがっているのに性的な行為を強要された 

 

 

 

 

 

 

 

 

84.2

89.2

79.5

9.5

6.5

12.3

6.3

4.3

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=285)

男性 (n=139)

女性 (n=146)

48.9

33.3

56.7

28.9

53.3

16.7

22.2

13.3

26.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=45)

男性 (n=15)

女性 (n=30)

84.2

89.2

79.5

10.5

7.9

13.0

5.3

2.9

7.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=285)

男性 (n=139)

女性 (n=146)

66.7

73.3

63.3

28.9

26.7

30.0

4.4

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=45)

男性 (n=15)

女性 (n=30)



28 
 

【問１７で１つでも「１・２度あった」、「何度もあった」と答えた方のみ】 

問１７－１ あなたはこれまでに、配偶者からその行為を受けた時に、命の危険を感じたことがありますか。 

 

 

 

【問１７で１つでも「１・２度あった」、「何度もあった」と答えた方のみ】 

問１７－２ あなたが、配偶者からその行為を受けた時に、あなたのお子さん（１８歳未満）はそれを目撃してい

ましたか。 

 

 
 

【問１７で１つでも「１・２度あった」、「何度もあった」と答えた方のみ】 

問１７－３ その相手は、あなたのお子さん（１８歳未満）に対して、同じような行為をしたことがありましたか。 

 

 

 

 

 

 

22.7

8.6

30.6

77.3

91.4

69.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=97)

男性 (n=35)

女性 (n=62)

19.6

17.1

21.0

27.8

28.6

27.4

27.8

37.1

22.6

24.7

17.1

29.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=97)

男性 (n=35)

女性 (n=62)

15.5

2.9

22.6

44.3

45.7

43.5

22.7

37.1

14.5

17.5

14.3

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=97)

男性 (n=35)

女性 (n=62)
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【問１７で１つでも「１・２度あった」、「何度もあった」と答えた方のみ】 

問１７－４ あなたはこれまでに、あなたの配偶者から受けた行為について、誰かに打ち明けたり、相談したりし

ましたか。（複数回答可） 

 

18.6

22.7

2.1

6.2

1.0

2.1

5.2

1.0

2.1

2.1

5.2

1.0

0.0

62.9

11.4

8.6

2.9

0.0

0.0

2.9

2.9

0.0

0.0

0.0

2.9

0.0

0.0

77.1

22.6

30.6

1.6

9.7

1.6

1.6

6.5

1.6

3.2

3.2

6.5

1.6

0.0

54.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友人・知人に相談した

家族や親戚に相談した

職場・アルバイトの関係者（上司、同僚、部下、取引
先）に相談した

警察に連絡・相談した

医師に相談した

裁判所に相談した

女性相談センターに相談した

県保健福祉事務所、地域県⺠センターに相談した

男女共同参画推進センターに相談した

市町村（福祉事務所等）に相談した

⺠間の機関（弁護士会、⺠間シェルター、法テラスな
ど）に相談した

法務局、人権擁護委員に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

全体 (n=97)

男性 (n=35)

女性 (n=62)
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【問１７－４で「どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えた方のみ】 

問１７－５ どこ（だれ）にも相談しなかった理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 
 

8.2

37.7

11.5

21.3

6.6

11.5

11.5

13.1

4.9

1.6

0.0

11.5

8.2

3.3

6.6

3.7

37.0

7.4

14.8

3.7

11.1

14.8

7.4

7.4

0.0

0.0

7.4

0.0

3.7

3.7

11.8

38.2

14.7

26.5

8.8

11.8

8.8

17.6

2.9

2.9

0.0

14.7

14.7

2.9

8.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

どこへ相談していいかわからなかったから

相談するほどのことではないと思ったから

相談しても無駄だと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると
思ったから

親や他人を巻き込みたくなかったから

そのことについて思い出したくなかったから

世間体が悪いから

相談したことがわかると、仕返しをされたり、問題がこ
じれると思ったから

相談相手の言動で不快な思いをすると思ったから

別れるつもりがなかったから

自分が受けている行為がＤＶとは認識していなかったか
ら

他人に知られると、これまで通りのつき合い（職場や地
域などの人間関係）ができなくなると思ったから

その他

全体 (n=61)

男性 (n=27)

女性 (n=34)
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問１８ あなたやあなたの周囲の人が実際にデートＤＶの被害を受けたり、被害を受けていることを聞いたり見た

りしたことがありますか。（複数回答可） 

 

 

問１９ 配偶者や恋人からの暴力を防止するためには、どのようなことが必要だと考えますか。（複数回答可） 

 

4.3

7.8

0.0

88.8

1.5

6.5

0.0

93.0

7.0

9.0

0.0

84.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デートＤＶを受けたことがある

家族や友人など周囲の人がデートＤＶを受
けたことを聞いた・見た

その他

特にない

全体 (n=400)
男性 (n=200)
女性 (n=200)

29.5

34.5

14.8

27.5

48.3

28.3

32.0

50.3

20.3

1.5

21.0

26.5

26.5

16.0

21.5

36.0

23.5

28.5

42.5

14.0

1.5

29.0

32.5

42.5

13.5

33.5

60.5

33.0

35.5

58.0

26.5

1.5

13.0

0% 20% 40% 60% 80%

家庭で保護者が子どもに対し、暴力を防止するための
教育を行う

学校・大学で生徒・学生に対し、暴力を防止するため
の教育を行う

地域で、暴力を防止するための研修会、イベントなど
を行う

メディアを活用して、広報・啓発活動を積極的に行う

被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓⼝を増
やす

被害者を発見しやすい立場にある警察や医療関係者な
どに対し、研修や啓発を行う

暴力を振るったことのある者に対し、再び繰り返さな
いための研修や啓発を行う

加害者への罰則を強化する

暴力を助⻑するおそれのある情報（雑誌、ゲームソフ
ト、ネット情報など）を取り締まる

その他

特にない

全体 (n=400)
男性 (n=200)
女性 (n=200)
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問２０ 「LGBT」または「性的少数者（性的マイノリティ）」という言葉について聞いたことがありますか。また、意

味を知っていましたか。 

 
 

問２１ LGBT についてどのような考えをお持ちですか。（３つまで回答可） 

 

 
 
 

 

 

 

 

60.5

59.5

61.5

26.0

25.5

26.5

13.5

15.0

12.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

言葉も意味も知っている
言葉は聞いたことがある、意味は知らなかった
まったく知らなかった

44.0

41.0

17.3

31.8

10.0

8.3

1.8

40.0

38.5

13.5

35.0

11.0

9.5

2.0

48.0

43.5

21.0

28.5

9.0

7.0

1.5

0% 20% 40% 60%

性の多様性として認める必要がある

理解に努めようと思う

身近な問題だと思う

個人の趣味、趣向の問題である

特に注目されている一部の人たちのことで、身近
な問題ではない

理解ができない

その他

全体 (n=400)
男性 (n=200)
女性 (n=200)
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問２２ あなたは、「多様性の理解」についてどのように考えていますか。 

 

 

 

問２３ 「共生社会づくり」のために、あなたが取り組めると思うものについて、次の中から選んでください。（複数

回答可） 

 

15.5

16.0

15.0

64.8

60.0

69.5

6.8

8.0

5.5

12.5

15.0

10.0

0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=400)

男性 (n=200)

女性 (n=200)

23.8

12.8

6.5

8.5

15.8

7.8

17.0

0.5

22.3

36.3

21.0

9.5

9.5

9.0

13.0

9.0

15.0

0.0

18.5

42.5

26.5

16.0

3.5

8.0

18.5

6.5

19.0

1.0

26.0

30.0

0% 20% 40% 60%

地域活動への参加・地域住⺠との交流

ＮＰＯやボランティア団体などの活動への参加

県に提言等を行う会議体等への参加

共生社会づくりに関する活動の企画・立ち上げ

研修会・勉強会への参加

研修会や勉強会などを主催する

困難を抱えている人の相談・支援

その他の活動

今は参加・協力できないが、将来的には参加・協
力を検討していきたい

興味・関心が無い

全体 (n=400)
男性 (n=200)
女性 (n=200)
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問２４ 誰もが個性と能力を発揮して生き生きと暮らしていく社会の実現のために、あなたが日頃考えていらっし

ゃることがあれば、自由にお書きください。 

 

 自分のことでだけでなく、周囲の人への配慮や思いやりが⼤切である。 
 一人ひとりが当事者意識を持つこと 
 多様性の尊重と秩序の確⽴ 
 先ずは、自分自身のこと(性格や才能、価値観など)を知る努⼒が⼤切と思う。 
 物事を⾒るのに否定から入らないこと 
 自分の考えをつらぬくだけでなく、他の人の考えを取り入れるようにしている。 
 児童に関しては特性にあった教育を受けること、社会人に関しては生涯教育を推進していくことが必要だと考えてい

る 
 一人一人が優しさを持ち、誰に対しても中庸な気持ちで接する。 
 誰もが自分らしく活躍できる場があることや、参加しやすい空気感やサポートがあると良いと思っています。 
 自分自身も他人も⼤切にできる心を育てる環境作りが⼤切 
 LGBTQ、国籍、性別に関わらず平等に接する 
 その人がもつ個性や性格が認められず、生きづらいと感じる風潮がある。互いに認め合うことの素晴らしさを学べるセ

ミナーなどがあればいい。 
 積極的に多様な価値観の人たちが集まる集会への参加 
 多様性ある社会であるため言語の多様化。 
 個性、能⼒を受け入れる組織やグループが身近にあることが望ましい。 
 相手の意⾒や考えを否定しないで理解する努⼒をする。 
 人それぞれだから、自分の基準で【普通】を決めてはならない。 
 偏⾒を持つことはいけない、と、常に心に留め置くようにしている。 
 自分の価値観を押し付けないで、⼤多数の中の少数派の人を認めるようにしています。 
 自分以外の人の考え方に敬意を払い、寛容な精神で接するという姿勢、マインドをより多くの人が持つような教育

(学校だけでなく、家庭、職場、地域でも)の充実 
 人と関わることが得意ではないが、少しでも地域の⾏事などに参加していきたい 
 経験しないと気持ちは絶対にわからない 
 相手の気持ちを考えて、言葉を掛けたり、⾏動したりすることが⼤事だと考えている。 
 個性を否定せず、プラスに捉えるようにしている。 
 皆が理解を深める意識を持ち、個性がある人のことを認め合えるようになればと思う。 
 男⼥平等や個人のマイノリティを尊重し正しい性への関わりが持てるよう教育から改善していく必要がある。個性や

能⼒を伸ばせるよう幼少期からの偏⾒をなくし国際的な関わりと広い視野で社会生活で柔軟に対応できる人間性
が養われるといいと思う。 

 趣味を持ったり、気が合う仲間と集ったり、前向きで過ごす｡ 
 色々な趣味を活動できるコミュニティがあれば、かつ費用がなるべく少ない方法でできる場があって欲しいと思います 
 現代の子供達は多様性の社会の中で⼾惑いながら生活していると思う。彼らに寄り添い、⼤人としてできるだけの

サポートをしていきたい。 
 プライバシーに配慮する必要はあるが、個人の意⾒を言える環境が必要。 
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 ⺠間資格の心理カウンセラーも関われる様、カウンセリングの場が沢山あると生きやすい。自己肯定感を高める環
境づくりに貢献出来る場が充実されるといい。 

 制度を整えたうえで、どれだけその制度を浸透させて、当たり前となる状態になるかが、時間がかかってしまうけれど
⼤切だと思う。 

 平等という言葉についての認識がそれぞれ人によって違うことから基本は家庭教育が必要と思う 
 個人の意思と⾏動を尊重するために、様々な人間と関わり思考について聞くように努めている 
 情報共有、情報発信、正しい情報を取得し意⾒に流されない。 
 個性の尊重という名の下の、他者やら社会への無関心、自己本位的言動。社会で生きるためにはお互いを理解

する、尊重することからでないとはじまらない。 
 誰に対しても偏⾒や思い込みを持たずに、相手の個性を尊重し、お互いに協⼒しあっていく。 
 何でも相談できる友人や親族のつながりを深めていることにより、明るい毎日が過ごせると思う 
 ⼤人の部活のような趣味を共有出来る場を市町村で提供する。 
 まず、交通ルールやゴミ出しなど生活していく上での最低限の決まり事を守る。そこを踏まえてからの個性だと思う。 
 男⼥ともに家庭をもちながら働きやすい社会を 


